
Ⅰ．はじめに

　ノグチゲラSapheopipo noguchiiは，沖縄島北部やんばる地域
の亜熱帯照葉樹林のみに生息する日本固有のキツツキ類で，国の
特別天然記念物，国内希少野生動植物種に指定され，環境省の
レッドデータブックでは絶滅危惧ⅠA類にランクされている（環
境省，２００２）。ノグチゲラの生息地である沖縄島北部では１９７０年
代以降，マツ材線虫病による「松枯れ」現象が発生し，リュウ
キュウマツPinus luchuensisの枯死木が大量に発生している
（國吉，１９７４）。１９９０年代後半には，ノグチゲラの生息地であるや
んばる地域においても，マツ材線虫病によるリュウキュウマツの
枯死が，広域で発生していることが確認されている（中平・亀山，
１９９８）。これまで，マツ材線虫病の発生消長や防除のための様々
な研究が行われてきたが，リュウキュウマツ枯死木の大量発生が，
やんばる地域の森林生態系や希少生物の生存に与える影響に関す
る研究は，行われてこなかった。そこで，本研究では，リュウ
キュウマツ枯死木に営巣・産卵し，繁殖に失敗したノグチゲラに
着目し，これらの繁殖失敗の経緯と営巣木の特徴を記載するとと
もに，リュウキュウマツ枯死木のノグチゲラの営巣木としての評
価を試みる。

Ⅱ．調査地と方法

　調査は，ノグチゲラの分布域である沖縄島北部の国頭村内の森
林で行った。ノグチゲラの造巣期から育雛期にあたる３月から６
月まで森林内を踏査し営巣中の巣木の探索を行った。繁殖の確認
は，巣外からのヒナの声や成鳥による給餌行動，巣穴から顔を出
すヒナの観察のほか，ポールの先にCCDカメラを搭載した巣内
観察装置（松岡，２００２）を用いて，巣内の卵またはヒナを観察す
ることにより行った。「繁殖失敗」は，巣内のヒナや卵の死亡を
直接確認した場合のほか，推定巣立ち日よりも十分早い段階で，
成鳥の来巣を一日以上確認できなくなった場合と巣内の卵やヒナ
が消失した場合とした。また，１羽でもヒナが巣立った場合は繁
殖成功とした。

Ⅲ．結果および考察

　２００４年から２００８年の調査で，リュウキュウマツ枯死木に営巣し
たノグチゲラの繁殖失敗事例を６例観察した（表－１）。繁殖失
敗の要因は，営巣中の巣木の倒壊（写真－１），ハシブトガラス
Corvus macrorhynchosによる巣木の破壊による放棄が１例，卵
もしくはヒナの捕食による消失が２例，雨水の流入が１例であっ
た。繁殖失敗の時期は，産卵期から抱卵期が３例，育雛期が３例
であった。６例中３例では，巣木の倒壊とハシブトガラスによる
破壊といった，巣木の強度不足が繁殖失敗の主要因であると考え
られた。
　ノグチゲラが営巣に利用したリュウキュウマツ枯死木は，いず
れも主幹の先端が折れており，長さ１m以上の枝が無い状態で
あった。営巣に利用されたリュウキュウマツの枯死要因を特定す
ることは困難であったが，今回発見した営巣木の周辺では，マツ
材線虫病被害防除のために伐倒後処理されたリュウキュウマツの
丸太や，マツノマダラカミキリMonochamus alternatusの潜入
孔のあるリュウキュウマツ枯死木が確認され，マツ材線虫病が発
生したと考えられる林班であった。沖縄島北部でのリュウキュウ
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写真－１．リュウキュウマツ枯死木に営巣中倒壊したノグチゲラ
の巣部と採集されたノグチゲラの卵殻



マツ成木の主要な枯死要因は，マツ材線虫病，台風等によるモメ
による根切り，潮風害，樹冠の被陰などであるが，対象の６例に
ついては，営巣木の樹幹の傾きや，営巣木周囲での潮風害による
樹冠の喪失被害が認められず，被陰もされていないと考えられた
ことから，マツ材線虫病の被害木である可能性が極めて高いと考
えられた。
　これまで，リュウキュウマツ生立木へのノグチゲラの営巣事例
は確認されていない。リュウキュウマツ生立木では，辺材部を掘
り進める際に樹脂の漏出がおこるため，造巣が困難であると考え
られる。また，樹齢４０年から５０年以上にならないとリュウキュウ
マツでは心材形成がはじまらないと考えられており（仲宗根・小
田，１９８５），このことは，腐朽した心材部に依存して営巣するキ
ツツキ類にとって（Conner et al., １９７６），忌避される特徴である
といえる。
　キツツキ類の造巣にかかるコスト（時間，労力）は大きく，外
部形態からは判断できない樹木内部の硬さはキツツキ類の営巣場
所選択のための重要な要素であることが指摘されている
（Schepps et al., １９９９）。小高ら（２００６）が，ノグチゲラの巣穴直
下の硬さを，レジストグラフを用いて評価した研究では，スダジ
イCastanopsis sieboldiiの生立木に営巣した事例では，辺材部分
が健全で心材が腐朽していると考えられる硬さ変異を示していた。
すなわち，巣穴部は掘りやすいが巣部の強度は高いと考えられる
特徴を示した。一方，リュウキュウマツ枯死木に営巣した例では，
巣部表面から内部まで一様に柔らかいと考えられる硬さ変異を示
し，造巣は容易であるが強度が低いと思われる特徴を示した。こ
のことは，営巣中の巣木の倒壊を起こりやすくし，また，捕食者
であるハシブトガラスなどによる巣部の破壊を容易にする。また，
主幹先端の折れたリュウキュウマツ枯死木は，樹冠が無いために
ギャップとなり，風雨にさらされやすく，捕食者からも発見され
やすいと考えられ，生立木と比較して巣穴への雨水の流入や捕食
によって，繁殖に失敗する可能性が高いと考えられる。
　現在，やんばる地域の森林にみられるリュウキュウマツ枯死木
の大量発生は，１９５０年代以降の拡大造林による植生環境の改変と，
１９７３年の外来病害であるマツ材線虫病の侵入とその後の蔓延とい
う，２段階の人為的な環境改変によって生じている。やんばる地
域に植栽されたリュウキュウマツは，ノグチゲラの営巣可能なサ
イズに成長しており，これらのマツの大量枯死は，ノグチゲラに

対して，多くの営巣可能木を提供している。しかし，本研究によ
り，ノグチゲラの繁殖失敗事例が繰り返し観察されたことから，
リュウキュウマツ枯死木はノグチゲラにとって，良好な営巣木で
は無い可能性が示唆された。ノグチゲラは絶滅危惧種であること
から，少数例の営巣失敗であってもその個体群の維持に悪影響を
及ぼす可能性がある。ノグチゲラの主要な生息地であるスダジイ
の優占する照葉樹林には，本来リュウキュウマツは希な存在であ
る。人為の影響によって大量に創出されているリュウキュウマツ
枯死木が，通常の営巣木よりも繁殖成功率が低い場合は，枯死木
の除去などの対策が必要となる。今後，ノグチゲラの営巣木の選
択性と，樹種や枯死状況の違いによる繁殖成功率の相違などにつ
いて検討し，リュウキュウマツ枯死木の適切な管理指針を示す必
要がある。
　なお，調査にあたって国頭村役場，琉球大学農学部付属亜熱帯
フィールド科学教育研究センター与那フィールド，環境省やんば
る野生生物保護センターには格別な便宜を図っていただいた。ま
た，マツ材線虫病についてご教示いただいた秋庭満輝氏，ノグチ
ゲラの営巣についての情報提供や野外調査に協力して頂いた外山
雅大氏，久高将和氏，渡久地豊氏，神田君夫氏，儀間朝治氏，原
稿の改訂に当たり有益なご指摘を頂いた２名の査読者に感謝申し
上げます。本研究は文部科学省科学研究費補助金１９７８０１２８を用い
て行った。
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表－１．リュウキュウマツ枯死木に営巣・産卵したノグチゲラの繁殖失敗事例

繁殖ステージ繁殖失敗確認の経緯確認日

産卵期から抱卵期営巣木の倒壊，少なくとも２卵以上の卵殻を確認１）２００４年４月２２日

産卵期から抱卵期抱卵９日目の巣で卵が消失，巣部の破壊認められず２）２００５年５月２７日

育雛期孵化後２１日目の巣で雛が消失，巣部の破壊認められず３）２００５年６月４日

育雛期孵化後３日目に巣内の雛と未孵化卵が雨水の流入により水没４）２００５年６月１３日

育雛期雛の孵化後１２日目で巣木の倒壊５）２００６年５月２４日

産卵期から抱卵期ハシブトガラスが巣部を破壊し巣口とは別の穴を開ける６）２００８年５月１６日


